
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未 来 へ の 一 歩 
～Let’s create the future together～ 

発行：兵庫県立播磨特別支援学校 

第０５０号 

発行日：R3.06.1 

はりゴン 

 ３月１７日（水）に 1年生が校内外学習を
実施しました。スポーツ・ゲーム・散策・リ
ラックスなどの中から、各自で３つ程度選び
クラスの枠を超えての活動となりました。 
 卓球やボッチャ、トランプやオセロ、近く
の神社までお出かけ、読書などのレクリエー
ションを楽しみました。 
「お互いを知る」「ルールを守る」「みんなを
思いやる気持ち」で、同じ目的のために時間
を共有し、心に残った学習となりました。 

 
 ５月２１日（金）に、普通科・職業科１年生を対象に、校内作業学習を実施しました。目的は、
作業を通じて仕事に向かう姿勢や作業態度を身につける、さらに１０月以降に実施予定の職場体
験実習の参考にするためです。また保護者の方々にも、実習の様子を参観していただきました。 
 生徒たちは、「丁寧に・正確に」を心がけ、報告・連絡・相談以外は私語厳禁で、はっきりと用
件を伝えることに気をつけて真剣に根気強く取り組むことができました。長時間にわたって細か
い作業が多かったのですが、まとめと振り返りまでしっかりとやり遂げました。生徒たちは、自ら
の課題を確認することができました。今後に生かしたいと思います。 
 

  
５月１９日（水）と２０日（木）の２日間、本校自立活動室にて、就業技術科２年生が販売実習

を行いました。製作実習で作っている「生産（木工）・工芸（陶工）・園芸・環境（皮革）」の４コ
ースの商品を販売しました。 
当初は赤とんぼ広場での販売を予定していましたが、緊急事態宣言発出中のため校内販売に変

更し、保護者と学校関係者を対象に、感染症対策に十分配慮したうえでの実習となりました。 
生徒たちは不安と緊張を感じながらも、商品を購入していただけた喜びを感じることができま

した。「いらっしゃいませ」「ありがとうございました」と徐々にスムーズな声出しができるよう
になり、接客時には意識して各自の役割を一つ一つ確認しながら、責任をもって取り組むことが
できました。また就業技術科１年生が、販売実習を見学しました。イメージをつかむことができ、
先輩たちのテキパキと仕事に取り組む姿に刺激を受けました。 
 
 

３度目の緊急事態宣言が、６月２０日まで再び延長されました。これから予定されている行事
にもいろいろと影響が出てくるかもしれませんが、変更等の場合はホームページ上に掲載させて
いただきますので、ご確認ください。 

 〒６７９－４００２ たつの市揖西町中垣内乙１３５番地１ 
 TEL（０７９１）６６－００９１  U R L http://www.hyogo-c.ed.jp/~harima-sn/ 
 FAX（０７９１）６６－００９２  E-mail harima-sn@hyogo-c.ed.jp 

  
 ５月１８日（火）の神戸新聞朝刊に、昨年度
コロナ禍での寄宿舎生活をテーマにしたオリ
ジナルソング「ゆう・あいのうた」についての
記事が掲載されました。 
 「友達との絆の大切さを改めて感じた。この
歌を歌うと、１年で成長できたと感じる」「コ
ロナが再び広がっている中で、この歌を聴い
たり口ずさんだりしながら明るい寄宿舎生活
にしたい」と話す３年生が頼もしいです。 
 

  
 ５月２２日（土）県立障害者スポーツ交流
館において、第１５回兵庫県障害者のじぎく
スポーツ大会が行われました。普通科３年男
子１名と２年男子１名の２名が出場しまし
た。県内各地から参加があり、試合ではとて
も緊張しましたが、よく頑張っていました。 
 さわやかな汗を流すことができ、試合を通
して交流を広げる良い機会となりました。 
 応援ありがとうございました。 

 

販売実習～就業技術科２年生～ 

のじぎくスポーツ大会 

一般卓球（身体）の部出場 

寄宿舎生活を等身大の 

歌に （神戸新聞に掲載） 

緊急事態宣言延長 


